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1 前回課題について

自分用のメモを書かないこと。授業用ノート等は各自で用意する。

概念と用語を理解 (推測) するには、つぎのようなことを考えてみるとよい：

• ことばを分解する
• 対義語・類義語
• 背景知識
• 抽象的な定義
• 具体的な定義
• 概念の内包と外延
• 分野
• 誰（何）による定義か

発展編：

(1) 嫡出推定: 立法者の思想 (社会的構築物としての親子関係); 合理的な点と不合理な点; 不合理性を除

去するために何が考えられてきたか (「推定の及ばない子」等の判例、民法改正案、医学の進歩へ

の対応)

(2) 平均寿命: 何のための指標か (「普通死亡率」(年間死亡数 / 人口) とのちがい); なぜ男女別に計算

するか; 集約しすぎ問題

(3) ペティの法則: 経済学・経済統計・国民経済計算の歴史; 産業構造の変化は私たちの生活や社会の仕

組みにどのような影響をあたえたか

(4) 日本的経営: どういう意味で「日本的」であるのか?; 経営・労働以外の面で、私たちの生活や社会

の仕組みにどう影響しているか; 現在はどうなっているか

2 今回の課題

配布した資料 (前回課題の用語についての解説) を読み、つぎの作業をおこなう

• 各自でわからない語句や文章を用紙左側 に抽出



• そのあとの討論や講義を聴いてわかったことを用紙右側 に書く

左右の対応関係がわかるようにすること（矢印でむすぶ、番号を対応させるなど）

3 今後の授業時間内課題についての注意事項

授業の前半と後半にそれぞれ構想・執筆のための時間を設ける。授業時間内に完成させて提出するこ

と。課題用紙は表面だけを使う。裏面には何も書いてはならない。

常体 (「である」体) で、きれいな読みやすい字で書くこと。ことばの誤用や誤字がないように注意

すること。国語辞典（電子辞書でよい）を常備することがのぞましい。

下書きのための用紙は各自で用意する。ノートでもよいし、大きい紙やカードを用意してもよい。ま

た、執筆中の推敲が必須になるので、鉛筆（またはシャープ・ペンシル）と消しゴムで書くことがのぞ

ましい。

配布資料のほか、何でも参照してよい。ただし、何を参照したかをかならず書くこと。

提出前にかならず誰かにみせて意見をもらうこと。意見をもらった相手と意見の内容を用紙下部の該

当欄に書く。

用紙下部の「教員宛メッセージ」欄には、授業に関する感想・質問・意見、次回以降の欠席の連絡な

どを書く (採点対象外)。

提出された課題用紙は、採点のあと、つぎの回に返却する。修正の指示がある場合は書きなおして再

提出すること。修正の指示がないばあいも、書きなおして再提出してもよい (採点結果には影響しない)。

いずれの場合も、修正部分を色ペンで加筆する、あるいは書きなおし前のものと書きなおし後のものの

両方を提出するなど、どこをどう直したかがわかるようにしておくこと。

欠席・早退などのために提出できなかった場合は、後日提出してもよい (減点の対象になる)。なお、

用紙は http://tsigeto.info/brd2.pdf から入手できる。

学期末にすべての課題をまとめて再提出してもらうので、いったん返却された課題用紙をきちんと保

管しておくこと。

4 「親族」と「家族」

4.1 「親族」(kinship)

親子関係と夫婦関係でたどれる間柄の人々のこと

• 孫 ＝ 子供の子供
• 祖父母 ＝ 親の親
• 兄弟姉妹 ＝ 親の子
• 姑・舅 ＝ 配偶者の親
• 甥・姪 ＝
• 義理の兄弟姉妹 ＝
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(1) 親子関係だけでたどれる範囲の人々を「血族」(consanguinity)、夫婦関係をたどらないとたどりつ

けない人々を「姻族」(affinity) という。

(2) 親族のうち、世代的に上の者を「尊属」(ascendant)、下の者を「卑属」(descendant)という。

(3) 世代を上または下に一方的に進んでたどり着ける場合を「直系」(lineal)、折り返さないとたどりつ

けない場合を「傍系」(collateral) という。

(4) 親族関係の近さをあらわすのに「親等」(degree) を用いる。これは、親子関係を何回経由するとそ

の人にたどり着けるか、その回数を数えるものである (ローマ法方式)。

※ 日本の民法での用語法は微妙にちがうので注意

4.2 「家族」(family)

親族のうち、ある範囲の人々に「家族」としての特殊な権利と義務があたえられている場合がある。

• 家族の範囲はどうやって決まるのか？
• 家族（の成員）には、体内的・対外的にどのような権利と義務があたえられているか？

集団としての家族とネットワークとしての家族

5 民法と戸籍法

5.1 日本における家族法の歴史

親族関係を規定する法体系のことを「家族法」(family law)という。古い用語では「身分法」「人事法」

ともいう。また、相続に関する部分を「相続法」と呼び、それ以外の部分を「親族法」と呼んで区別す

ることがある。

日本の家族法に関する年表 (有地, 2005, pp. 4–11)

1868: 明治維新

1872: 戸籍法 施行 (=「壬申戸籍」)

1890: 民法 制定 → 民法典論争 → 施行されないまま廃止

1898: 再度の民法制定 (=「明治民法」)

1945: 連合国軍による占領 (～1951)

1947: 民法・戸籍法 改正 (＝現行民法・戸籍法)

5.2 明治民法と戸主制度

• 全国民を登録するデータベースとしての「戸籍」編成 → 「家」を単位とする
• 「家」を運営する責任者としての「戸主」(家産に関する権限、成員の結婚等についての許可権)

• 戸主以外の成員を「家族」と呼んでいた (明治民法 732条)
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5.3 現行法における戸籍

戦後改革と民法・戸籍法改正

• 戸主の廃止 → 「筆頭者」
• 夫婦家族制の戸籍 → 3代戸籍の禁止

• 本籍地と「氏」をインデックスとする親族関係データベース

現行の日本法では、集団としての「家族」に相当する規定はなく、夫婦 (婚姻) 関係と親子 (実子／養

子) 関係が「民法」(第 4編) に定められている。

ただし、住民基本台帳が「世帯」別に編成されており、これが集団としての「家族」を代用するもの

として扱われることがある。

6 次回以降の準備

つぎの 3本の論文のうち、自分が興味のあるものを選んでその内容を読むとともに、関連する資料を

集めておく こと。
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